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令和６年度 世田谷区雨水浸透施設設置助成制度 

助成金の計算方法について  
 

助成金の計算方法は、新築と既存建築とで異なります。助成額の上限は、一般地区にお

いては４０万円、湧水保全重点地区または流域対策推進地区においては５０万円です。 

新築の場合、雨水浸透施設の工事費が補助の対象となります。下表１および下表２に定

める雨水浸透ます及び雨水浸透トレンチの標準工事単価にそれぞれの設置数量を乗じて得

た 合計額① と浸透施設の 設置工事見積額② を比較し小さい額を 基本額③ とします。

基本額③が助成額となります（１００円未満切捨て）。 

既存建築の場合は、雨水浸透施設の工事費（基本額③）と、付帯工事費（付帯工事費

⑥）が補助の対象となります。基本額③ の算出は新築と同様です。付帯工事費⑥ は、下

記３に定める 付帯工事費④ と付帯工事見積額⑤を比較し、小さい額を算出します。最後

に、基本額③ と 付帯工事費⑥ を合計した額に消費税率を乗じた※額が助成金となります

（１００円未満切捨て）。 

※ ただし、申請者に助成金の交付の対象となる経費から消費税法（昭和 63 年法律第
108 号）第 30 条第１項に規定する課税仕入れに係る消費税額の控除がある場合に

は、基本額と付帯工事費の合計額（消費税抜き）を助成金の交付とします。 

 

１．雨水浸透ます 

型式 ますの径（㎜） 深さ（㎜） 
標準工事費単価 

（円／基） 

設計浸透能力  

（㎥／個・hr） 

ＰⅠ １５０ ４００   ２５，０００ ０．２５０ 
ＰⅡ ２００ ４００   ３３，０００ ０．３３２ 
ＰⅢ ２５０ ５００   ５１，０００ ０．５１２ 
ＰⅣ ３００ ５００   ６２，０００ ０．６１８ 
ＰⅤ ３５０ ６００   ８６，０００ ０．８６３ 
ＰⅥ ４００ ６００ １００，０００ ０．９９８ 
ＰⅦ ５００ ８００ １７２，０００ １．７１０ 

※ 上記規格以外のものは、設計浸透能力の直近下位の規格の単価を準用します。 

 

２．雨水浸透トレンチ 

型式 Ｗ×Ｈ（㎜） 管径（㎜） 
標準工事費単価 

（円／ｍ） 

設計浸透能力  

（㎥／個・hr） 

ＴⅠ ２５０×３００  ７５ １９，０００ ０．２４７ 
ＴⅡ ３００×３５０ １００ ２２，０００ ０．２８４ 
ＴⅢ ３５０×４００ １２５ ２５，０００ ０．３２４ 
ＴⅣ ４００×４５０ １５０ ２８，０００ ０．３６５ 
ＴⅤ ５５０×６００ ２００ ３９，０００ ０．４９９ 
ＴⅥ ７５０×７５０ ２００ ５２，０００ ０．６５８ 

※ 上記規格以外のものは、設計浸透能力の直近下位の規格の単価を準用します。 
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３．付帯工事費（既存住宅の助成時のみ） 

付帯工事費は、浸透施設を既存住宅に設置し、接続工事等が必要となる場合に助成対象と

なります。 

付帯工事費④の算出は、 基本額③ に ０．４２２５を乗じた額④（１００円未満の金額

を切捨て）とします。ただし、１件当たり１６９，０００円が上限です。 
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（計算例） 

条件  既存建築（一般地区 助成上限４０万円） 

雨水浸透ます   ＰⅣ型  ４個 

雨水浸透トレンチ ＴⅡ型  ４ｍ 

見積書 ます・トレンチ設置工事 ３６０，０００円（税抜）…② 

 付帯工事            ８０，０００円（税抜）…⑤ 

 合  計        ４３６，０００円（税抜） 

 

 

ア 基本額③ の計算 

まず、裏面の各浸透施設の標準工事単価に設置数量を乗じて合計します。 

＠６２，０００×４個＋＠２２，０００×４ｍ＝３３６，０００円  …① 

次に、①と②を比べ、小さい額を採用    ⇒３３６，０００円 …③ 

 

イ 付帯工事費⑥ の計算（ ※ 新築の場合は計算不要 ） 

まず、付帯工事費④ については ③ に付帯工事費係数０．４２２５を乗じます。 

③×０．４０７５＝３３６，０００×０．４２２５＝１４１，９６０円 …④ 

次に、④と⑤を比べ、小さい額を採用   ⇒ ８０，０００円 …⑥ 

 

ウ 助成額の計算 

③と⑥を合計し消費税率（10％）を乗じて計算します。 

（③＋⑥）×１．１０＝（３３６，０００＋８０，０００）×１．１０ 

＝４５７，６００（百円未満切捨て） 

 最後に助成額の上限と比較します。 

一般地区の場合、上限が４０万円であるため、助成交付予定額は４０万円となります。 

 

※これらの計算は区で行い助成額を決定いたしますので、申請者が行う必要はありませんが、 

 ご申請前の助成額の目安の算定にご活用ください。 


